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とするものである o 本論文は英語で書かれ、全体は 6 章から成り、 A4 判vi+254 頁であるo
第 1 章の序論、第 2 章の理論的前提に続いて、第 3 章では、名詞句修飾の特殊な解釈について論じるo この問題は、






























ば、①英語の再帰代名詞を local として分類するのは妥当か、②Type 1 再帰形の取り扱いの再検討、③心理動調や使
役動調以外の逆行照応を許す環境があることをどう説明するか、④「受益者」の定義に絡む問題点、⑤「自分J の多
義的指示関係の指摘、⑥「自分」に属性・場面という広義敬語(待遇性)が絡むときの取り扱い等々についてであるo
しかしながら、これらの指摘はいずれも今後の吏なる発展のための助言と考えるべき性質のものであり、本論文の卓
越した成果と先駆性をいささかも損なうものではなし、。
本論文は、認知言語学の枠組みにより、カテゴリー化のメカニズムの妥当性について説得力のある理論を展開した
先駆的研究であり、学界において重要な研究成果として認められることは間違いな L 、。よって、本論文を博士(文学)
の学位を授与するにふさわしいものと認定する o
? ?? ?
